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新年のご挨拶 新年のご挨拶 

謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。 
昨年の、未曽有の震災でいまだご苦労をさ
れている方が多数おられます。一日も早い
復興と、ご健康ご多幸を心よりお祈り申し
上げます。当院は、今回の震災による大き
な影響を受けず無事新年を迎えることがで
きました。地域の皆さまのご理解の賜物で
ございます。深く御礼申し上げます。 
 
本年度当院では「接遇の向上・患者さま満
足度の向上」を目標に掲げました。病院理
念である「チームで支えあい地域に根ざし
た頼れる病院」とともに病院を充実させて
いく所存であります。 
 
今後とも救急医療や急性期を中心とした地
域医療への貢献を信念とし、安全で良質な
医療を提供できるよう努めてまいります。 
地域の皆さまの声を真摯に受け止め、お力
になれるよう職員一丸とな 
って気を引き締め努力させ 
ていただきたいと存じます。 
本年もどうぞよろしく 
お願い申し上げます。 

新年あけましておめでとうございます。 
昨年は震災での多大なる被害状況を目の当
たりにし「命の大切さ」「人とのつなが
り」を深く考えた一年だったと思います。
当院も、一部修繕が必要な箇所があり、年
末までに工事を完了させる事ができました。
地域の皆様にはご迷惑をお掛けいたしまし
た。 
また、地域での中核病院としての役割・責
務を職員全員が重く受け止め、院内の設備
点検や、災害マニュアルの見直しを図りま
した。地域の関係機関や住民の皆さまとの
「連携」「コラボレーション」を強化する
事が、有効な災害対策につながると再認識
しております。 
節電の為、ご来院の皆さまにはご不便をお
かけしておりますが、「対応は明るく」を
モットーに、皆さまに満足いただけるよう
職員一同協力して努めてまいります。 
                  
本年も、金町中央病院を 
どうぞよろしくお願い申 
し上げます。                 

病院長  野田 剛 看護部長  松本 早苗 



                              
                      

1月の外来担当医表（ 下線は常勤医師）赤字は女性医師です 

月 火 水 木 金 土 

内科 

A
M 

関川 
伊藤 

佐藤 
梅本（2・5週） 

福田 

今 
草間 

岡山（糖尿病） 

山形 
所(糖尿病） 

佐藤 
和泉 
梅本 

呉 
小山 

P
M 

森永 
関川 
沖 

金中(1・3週) 
河田（2・4週） 

岡山（糖尿病） 

河田 
所（糖尿病） 

中田 
高嶋（1週） 

前田（2～4週） 

外科 

A
M 

野田 村田 小林 野田 村田 野田 

P
M 

三浦 山下 
小林 

（2週目のみ休診） 
田中 髙野 尾高（2・4週） 

整形外科 

リウマチ
科 

A
M 

森下 竹之内 森下 斉藤 森下 竹之内 

P
M 

（手術） 

婦人科 

A
M 

櫻橋 木村 

P
M 

星合 木村 

泌尿器科 
P
M 

鈴木 今荘 清田 吉良 

脳外科 古屋 

♪病棟勤務の看護師さんを 
             募集しています♪ 

 
 

私たちと一緒に働いてみませんか？金町中央病院
看護部は患者様との「ふれあい」を大切にしてい
ます。働きやすい条件でご相談に応じております。
見学も随時対応させていただきますので 
どうぞお気軽にお電話ください。 
 
採用担当：看護部 松本 
ＴＥＬ：03-3607-2001(代) 

※午後の診療開始時間については各科によって異なります。※当日の変更もございます。事前にお問い合わせください。 

  

年始のごあいさつを申し上げます。 
今年４月、医療と介護の費用の同時改定
があります。議論されている内容の特徴
は、医療と介護をなるべく境目がないよ
うにサービスを提供できるよう連携や調
整に関するキーワードが多くなっている
ことです。国民皆保険制度が始まってか
ら50年、その間に65歳以上の高齢者の
占める割合は約4倍に増えました。その急
速な高齢化に対応して2000年、介護保
険制度が生まれました。保険制度間の公
平性を保ち、連携を強めることが、医
療・介護への信頼を高め、生命への安全
保証へつながっていくものと考えます。 
当院でも引き続き急性期を中心とした良
質な医療の提供とサービスの向上に努め、
地域医療に貢献させていただきたいと思
います。今年もどうぞよろしくお願い申
し上げます。         （H.N.) 

編集後記 

https://mail.google.com/mail/?ui=2&ik=55077d5498&view=att&th=129809d519d7eab4&attid=0.1&disp=inline&realattid=f_gazullvr0&zw

